
拉致問題啓発演劇公演「めぐみへの誓いー奪還ー」／市長ダイアリー 体験イベント「白い風と遊ぼう」／鷹巣地区33歳合同厄払い

　
拉
致
問
題
啓
発
演
劇
公
演
「
め
ぐ
み
へ

の
誓
い
―
奪
還
―
」
が
、
２
月
13
日
に
文

化
会
館
で
行
わ
れ
、
約
５
０
０
人
が
来
場

し
、
拉
致
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
公
演
は
、
政
府
拉
致
問
題
対
策
本

部
、
秋
田
県
、
北
秋
田
市
が
主
催
し
、
政

府
の
取
り
組
み
の
説
明
や
、
拉
致
被
害
者

家
族
の
体
験
な
ど
を
も
と
に
作
ら
れ
た
舞

台
劇
を
通
し
て
、
多
く
の
方
々
が
拉
致
問

題
へ
の
認
識
を
深
め
、
拉
致
の
悲
劇
を
心

か
ら
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
た
も
の
で
、
県
内
で
は
昨
年
11
月
の

秋
田
市
に
続
い
て
２
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

　
は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
、
政
府

拉
致
問
題
対
策
本
部
の
石
川
正
一
郎
事
務

局
長
が
「
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
安
全

な
帰
国
を
求
め
る
こ
と
は
、
国
家
の
熱
意

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
日
本
国
民
の
悲
願
と

総
意
が
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
つ
づ
い
て

津
谷
市
長
は
「
一
人
一
人
が
す
べ
て
の
拉

致
被
害
者
を
取
り
戻
す
と
い
う
意
識
を
共

有
し
、
政
府
を
強
力
に
後
押
し
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。
さ

ら
に
拉
致
被
害
者
家
族
連
絡
会
の
飯
塚
繁

雄
代
表
が
「
皆
さ
ん
の
ご
家
族
が
万
が
一
、

連
れ
去
ら
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
国
民

一
人
一
人
が
自
分
の
こ
と
と
い
う
思
い
で
、

拉
致
問
題
解
決
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

い
」
な
ど
と
切
実
な
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
こ
の
演
劇
は
、
劇
団
夜
想
会
主
宰
の
野

伏
翔
さ
ん
が
原
作
・
脚
本
・
演
出
を
手
が

け
、
拉
致
被
害
者
で
あ
る
横
田
め
ぐ
み
さ

ん
の
ご
家
族
の
体
験
や
、
北
朝
鮮
か
ら
脱

北
し
た
方
々
の
証
言
を
も
と
に
描
か
れ
た

物
語
。

　
出
演
し
た
原
田
大
二
郎
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
実
力
派
の
俳
優
は
、
迫
真
の
演
技

で
拉
致
の
卑
劣
さ
や
家
族
の
絆
の
強
さ
を

表
現
し
、
来
場
者
は
日
本
、
そ
し
て
身
近

で
起
き
て
い
る
事
件
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
拉
致
問
題
へ
の

関
心
を
高
め
ま
し
た
。

体
験
イ
ベ
ン
ト
「
白
い
風
と
遊
ぼ
う
」

昔
な
が
ら
の
遊
び
盛
り
だ
く
さ
ん

拉
致
問
題
啓
発
演
劇
公
演
「
め
ぐ
み
へ
の
誓
い
ー
奪
還
ー
」

被
害
者
の
苦
悩
に
思
い
を
寄
せ
て

丸
ま
げ
留
袖
姿
で
練
り
歩
く◇

1
月
16
日
〜
2
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▽
新
春
芸
術
文
化
協
会
交
流
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
９
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会（
薬
師
山
ス
キ
ー
場
）

▽
北
秋
田
市
誘
致
企
業
懇
談
会（
産
業
会
館
）

▽
秋
田
銀
行
鷹
巣
支
店「
あ
き
ぎ
ん
会
新
年
会
」（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）▽
北
秋
田

市
建
設
業
協
会
意
見
交
換
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
国
勢
調
査
員
へ
の
感
謝
状
伝
達
式

（
本
庁
舎
）▽
鷹
巣
建
設
技
能
組
合
新
年
会（
中
央
公
民
館
）

▽
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
議
会
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
果
物
生

産
者
大
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
秋
田
県
知
事
訪
問（
秋
田
市
）▽
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
森
と
水
の

協
会
理
事
会（
秋
田
市
）

▽
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会（
本
庁
舎
）

▽
第
38
回
北
秋
田
市「
建
国
記
念
の
日
」を
祝
う
会（
中
央
公
民
館
）

▽
平
成
28
年
第
1
回
北
秋
田
市

上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組

合
定
例
会（
森
吉
庁
舎
）

▽
第
22
回
も
ち
っ
こ
市（
大
太
鼓

の
館
駐
車
場
）▽
拉
致
問
題
啓
発

演
劇
公
演「
め
ぐ
み
へ
の
誓
い
―

奪
還
―
」（
文
化
会
館
）

　
様
々
な
遊
び
を
体
験
す
る
「
白
い
風
と

遊
ぼ
う
」
が
、
２
月
６
日
に
中
央
公
民
館

と
米
代
児
童
公
園
で
行
わ
れ
、
市
内
の
園

児
や
小
学
生
、
親
子
連
れ
が
多
数
来
場
し
、

昔
な
が
ら
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
あ
そ
び
体
験
活
動
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
こ
の
指
と
〜
ま
れ
」（
豊
村

聡
代
表
）
が
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成

事
業
を
活
用
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
鷹

巣
中
学
校
や
秋
田
北
鷹
高
校
の
生
徒
た
ち

も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
紙
芝
居
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
、
お
手
玉
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
ん

だ
ほ
か
、
け
ん
玉
や
こ
ま
、
紙
風
船
、
竹

馬
作
り
、
縄
な
い
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

鷹
巣
地
区
33
歳
合
同
厄
払
い

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
ス
タ
ッ
フ
か
ら
遊
び
方
や
作
り
方
を

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
道

具
を
手
に
取
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
米
代
児
童
公
園
で
は
、
雪
だ

る
ま
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
「
ド
ラ
え
も
ん
」
や
「
バ

タ
も
っ
ち
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
デ
ザ
イ
ン

し
た
雪
像
を
バ
ケ
ツ
や
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
を

上
手
に
使
い
な
が
ら
完
成
さ
せ
、
記
念
写

真
を
撮
っ
た
り
、
他
の
グ
ル
ー
プ
が
制
作

し
た
雪
像
を
見
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
餅
つ
き
な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
し
な
が
ら
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
鷹
巣
地
区
の
33
歳
の
合
同
厄
払
い
が
、

２
月
１
日
に
鷹
巣
神
社
で
行
わ
れ
、
こ
の

一
年
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
女
性
は
数
え
年
19
歳
と
33
歳
、
男
性
は

25
歳
と
42
歳
、
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
は
男

女
62
歳
を
厄
年
と
い
い
、
北
秋
田
地
方
で

は
特
に
女
性
の
33
歳
と
男
性
の
42
歳
、
62

歳
を
大
厄
と
し
て
、
２
月
１
日
に
、
社
寺

で
お
払
い
を
受
け
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
日
鷹
巣
神
社
で
は
、
大
厄
に
あ
た

る
33
歳
の
女
性
約
30
人
が
、
昔
な
が
ら
の

丸
ま
げ
と
黒
留
め
袖
姿
で
参
加
し
、
お
払

い
を
受
け
ま
し
た
。
境
内
に
は
、
市
内
外

か
ら
大
勢
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が

訪
れ
、
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
で
お
参
り
す

る
女
性
た
ち
を
撮
影
す
る
光
景
が
広
が
り

ま
し
た
。

　
鷹
巣
神
社
で
祈
と
う
を
済
ま
せ
た
女
性

た
ち
は
、
通
称
「
女
の
神
様
」
と
し
て
知

ら
れ
る
元
町
の
三
吉
神
社
に
も
参
拝
。
こ

の
後
、
中
心
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に

一
役
買
お
う
と
、
正
装
姿
で
華
や
か
な
雰

囲
気
を
振
り
ま
き
な
が
ら
、
銀
座
通
り
商

店
街
と
鷹
巣
駅
前
商
店
街
の
約
６
０
０

メ
ー
ト
ル
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
沿
道
に
は
市
民
や
家
族
な
ど
が
大
勢
詰

め
掛
け
、
手
作
り
の
ア
ー
チ
な
ど
で
女
性

た
ち
を
迎
え
な
が
ら
、「
き
れ
い
だ
」
な

ど
と
声
を
か
け
た
り
、
写
真
に
収
め
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

▲雪だるま仮装コンテストの作品を仕上
げる親子

▲カメラマンが迎えるなか、鷹巣神社で
の祈願に向かう女性

▲横田めぐみさんの拉致事件を題材にし
た舞台

▲多くの市民に見守られて鷹巣の銀座通
り商店街を練り歩く

1
月
23
日（
土
）

24
日（
日
）

25
日（
月
）

26
日（
火
）

27
日（
水
）

28
日（
木
）

29
日（
金
）

2
月
１
日（
月
）

２
日（
火
）

９
日（
火
）

10
日（
水
）

11
日（
木
）

12
日（
金
）

13
日（
土
）

や
そ
う
か
い

▲木工品で作った、昔のおもちゃに夢中
の子どもたち

▲拉致問題啓発演劇公演で
あいさつする津谷市長
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